
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
の
問
題
と
資
料
性
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
坪
内
適
遥
『
一
一
嶽
当
世
書
生
気
質
』
を
見
な
が
ら

っ
て

増
　
井
　
典
　
夫

一、

ﾍ
じ
め
に

　
古
典
語
を
研
究
す
る
場
合
に
は
ま
ず
、
信
頼
で
き
る
資
料
を
得
る
た
め
の
諸
本
（
テ
キ
ス
ト
）
の
検
討
が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、

近
代
語
研
究
に
お
い
て
は
テ
キ
ス
ト
等
の
検
討
は
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
明
治
時
代
語
研
究
に
お
い
て
も
、
小
説
等

の
言
語
資
料
に
な
り
そ
う
な
も
の
の
テ
キ
ス
ト
の
検
討
は
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
例
え
ば
、
坪
内
遣
遥
『
当
世
書
生
気
質
』
は
、
明
治
前
期
の
言
語
資
料
と
し
て
、
重
要
性
が
大
変
高
い
も
の
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
き
た
も

の
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
明
治
前
期
資
料
と
し
て
適
切
な
本
文
か
ど
う
か
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
検
討
が
行

わ
れ
な
い
ま
ま
、
『
遣
遥
選
集
』
所
収
本
文
（
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
岩
波
文
庫
本
）
を
テ
キ
ス
ト
に
す
る
（
注
1
）
か
、
『
明
治
文
学
全
集
』
所

収
の
本
文
を
用
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
（
注
2
）
。

　
し
か
し
、
『
遣
遥
選
集
』
（
昭
和
二
年
刊
）
所
収
の
『
書
生
気
質
』
は
、
著
者
自
身
が
校
閲
の
手
を
加
え
、
昭
和
前
期
の
三
ロ
葉
の
感
覚
に
合
う

表
現
に
改
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
前
期
の
資
料
と
し
て
扱
う
た
め
の
も
の
と
し
て
は
不
適
当
な
も
の
で
あ
る
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
『
明
治
文
学
全
集
』
所
収
本
文
は
初
版
本
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
の
み
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
の
、
ど
う
い
う
校
訂
を
施
し

て
い
る
か
全
く
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
が
無
条
件
に

信
頼
で
き
る
か
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
、
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
筆
者
は
か
っ
て
、
『
明
治
文
学
全
集
』
所
収
本
文
が
、
言
語
資
料
と
し
て
は
か
な
り
信
頼
性
に
欠
け
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
（
注
3
）

し
た
。
そ
の
論
文
に
お
い
て
は
作
品
全
二
十
回
の
う
ち
、
初
め
の
第
三
回
ま
で
を
見
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
残
り
全
部
に
目
を
通
し
、

検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一一

A
初
版
本
と
『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
と
の
校
異
（
不
適
切
な
校
訂
に
つ
い
て
）

以
下
に
「
初
版
本
」
本
文
と
『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
と
の
主
な
校
異
を
示
す
。
（
表
）
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前
論
文
で
扱
っ
た
、
初
版
本
で
い
わ
ゆ
る
新
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
が
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
旧
字
体
に
改
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な

ど
は
今
回
検
討
対
象
か
ら
外
し
た
。
作
品
全
体
で
見
る
と
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
箇
所
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
繁
雑
な
作
業
に
な

る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
表
記
等
の
研
究
を
行
お
う
と
す
る
な
ら
ば
必
ず
初
版
本
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
松
井

栄
一
氏
は
か
っ
て
、
『
書
生
気
質
』
に
つ
い
て
「
漢
字
表
記
や
仮
名
遣
い
、
ル
ビ
に
至
る
ま
で
初
版
本
に
忠
実
」
（
注
4
）
な
ど
と
述
べ
ら
れ
た

が
、
そ
れ
は
実
際
と
は
異
な
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
前
論
文
で
は
、
「
第
三
回
ま
で
（
表
で
は
①
～
⑯
）
」
を
取
り
上
げ
た
。
た
だ
し
、
⑥
の
「
青
白
（
あ
を
し
ろ
）
い
」
は
そ
の
時
は
見
落

と
し
た
も
の
で
、
注
4
に
記
し
た
松
井
氏
論
文
の
中
で
の
指
摘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
②
、
⑦
、
⑪
、
⑬
、
⑭
、
⑮
、
な
ど
は
校
正
ミ
ス
の
よ
う
に
も
思
え
る
も
の
で
、
校
訂
さ
れ
た
の
も
わ
か
る
気
が
す
る
が
、
他
の
箇
所
の
校



表
「
初
版
本
」
本
文
と
『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
（
及
び
『
週
遙
選
集
』
本
文
）
と
の
主
な
校
異

1
、
「
は
し
が
き
」
～
「
第
一
回
」

⑧⑦⑥⑤④③②①
願苔1苦　青2な　さ　成　い　才る
下浮勢ξ1白ち｜ら　ら　ら　が1

性いずずずめば1バ1ハ1し
き

初

版

は
本

し

が
1　き

7　4　4　2　2　1　丁　オ
ウ　ウ　オ　オ　オ　ウ　オ　6
2　　　5　　13　　10　　7　　　8　　　8　　f〒

願駕苦　青2な　さ　成　い　才6下浮勢91白9ら　ら　ら　か1

性いずずずめハ1ハ1バ1し
き

明
治
文
学
全
集

59

63626160606059頁
下上下下上上下上6　　13　　24　　2　　24　　7　　15　　6

願81苦青蓼な　さ　成　い才Xl
下浮勢91白21ら　ら　ら　か1

性いずずずめば1ば1ば1し
き

適

遙

選

集

18　　15　　15　　11　　11　　10　　9　　　3

・　・　・　・　…　　　　頁
11　　7　　　2　　　8　　　5　　　7　　　7　　　4

2
、
「
第
二
回
」
～
「
第
三
回
」

⑪⑩⑨
大琴1弊奮セ
層ξ祢ξ1ブ

ン

〔七；
だ
1
初

版

本

15　10　9
ウ　ウ　ウ

13　7　11

大6弊Cセ
層ξ裾げ

ン

〔七
〕へ1 明
治
文
学
全
集

68　65　65
下　下　上

20　13　9

畜ll懸1支1

遣

遙

選

集

31　24　22
●　　　　　　　　●　　　　　　　　・

8　2　11

一53一



⑫
被
ふ
る
し
た

⑬
團
子

⑭
よ
つ
ぼ
と

⑮
頂
上

⑯
不
思
義

3
、
「
第
四
回
」

18

E
ー
1
　
被
ふ
る
し
だ

18

E
ー
2
　
團
子

23

I
ー
　
よ
つ
ぼ
ど

　
　
　
　
て
つ
ぺ
ん

24

E
8
　
頂
上

25

I
H
　
不
思
儀

70

ｺ
8
　
被
ふ
る
し
た

70

ｺ
9
　
團
子

73

繧
Q
　
よ
つ
ぼ
ど

　
　
　
　
て
っ
ぺ
ん

74

ｺ
9
　
頂
上

74

ｺ
H
　
不
思
議

⑳⑳⑳⑳⑲⑱⑰
∮ﾜ，常とド｝袋居尋孕1年真磐5“守た　ね　の

@津ず1の　　　り　て　比；
@　慧　甘　釜1　　　　°1　　だ

R7　　33　　31　　30　　30　　29　　28

I　オ　ウ　ウ　オ　ウ　オ
P0　　5　　　4　　10　　1　　14　　6

初
版
本

寓も常きト1守居尋51年真X磐は“袋　た　ねの

@津づ1の　　　り　て　比；
@　結了　け　　い1　　局り　　　　り　　ま　　　　’1　　だ

W1　　79　　78　　77　　77　　77　　76

ｺ　上　上下　上　上　上
Q6　　9　　　7　　　5　　　3　　　1　　26

明
治
文
学
全
集

窮も常とと1守居尋ら年真え磐5“袋たねの

@津づ1の　　り　て　こ
@　欝　守　31　　　　°1　　ま　　　　　だ

U3　　56　　53　　52　　50　　50　　49・　　　　　　　　・　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　●

V　　　5　　10　　5　　15　　14　　9

遣
遙
選
集
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4
、
「
第
五
回
」
～
「
第
六
回
」

⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳
冤21ト　馬ば自み1人　と　大誓

ｼ曽ウ　耳目頒だ　ら1丈呈1

ぐ1蚕1封‡夫え
いつ　　・

初

て
版

本

48　　46　　43　　43　　40　　40　　38

ウ　オ　ウ　オ　ウ　ウ　オ
8　　　3　　4　　　8　　14　　3　　8

冤え1ト　馬ば身み人　と　大ド
名曽ウ　耳じ1分棄だ　ろ1丈♀1

い 明

つ 治

て 文
学
全
集

88　　87　　85　　85　　84　　84　　82

下　上　下　下　下　上　下
21　　10　　25　　12　　3　　15　　9

冤ると　馬ば身み人　と　大享
ｼCう　耳に1分£だ　ろ1丈膓

ぽ1帯夫‡
一云
2 遣

遙

選

集

80　　75　　73　　72　　69　　68　　65

・　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　　　　　・

8　　12　　4　　　9　　　9　　14　　1

5
、
「
第
七
回
」
～
「
第
八
回
」

⑯⑮⑭⑬⑫⑳
で妄1¶1透獅・隅す1也

す信k一子し田だ゜
ヨ1　等ら鼻髪1

を1

o

初

版

本

65　64　61　59　59　53
オ　ウ　ウ　ウ　オ　オ

1　1　4　4　7　1

で妄琴1透獅・隅引な
す信比一子し田だり
よ1　等・鼻91　°

の1

o

明
治
文
学
全
集

99　98　96　95　95　91
上　下　下　上　上　下

1　9　11　20　7　8

で　妄｛ξ1透　獅し隅引也奮

す信文一子し田だ゜
ヨ1　等ら鼻9i

を
1
、

遣

遙

選

集

10510499　96，95　87
．　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　　　　　．

6　8　9　3　8　5
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⑰
　
で
る
べ
し
く
「
此
う
ち

68

I
ー
3

で
る
べ
し
く
。
此
う
ち

m
下
2
0
出
る
べ
し
出
る
べ
し
。
」
此
う
ち
㎜
・
1
0

6
、
「
第
九
回
」
～
「
第
十
回
」

⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑳⑲⑱
頗三英ξ1風武ぷ情§1喋曇事じ延え大誓
活ξ　　流官£態た々　情ξ1引e丈ξ
の　　　浦鱗制　　　り　　　　夫ふ1

酒苫1度

初

版

本

87　　87　　87　　86　　79　　77　　77　　76　　73

オ　オ　オ　オ　ウ　ウ　オ　オ　ウ
11　　9　　　7　　　7　　　1　　　1　　　4　　　1　　11

頗三英邑1風文ぷ情§1喋も事じ延え大ド
る　　流官£態た々ぺ情号1引Σ1丈ξ
活ξ　　浦量制　　　り　　　　夫ぷ1
の　　酒も1度

明
治
文
学
全
集

113　　113　　113　　112　　108　　106　　106　　105　　103

上上上下上上上上下22　　18　　16　　7　　　7　　15　　3　　　15　　18

頗三英き風武シ情ξ1喋ヒ事じ延え大9
る　　流官・態C々ぺ情§1引儒1丈琴
活ξ　　浦芸制リ　　り　　　　夫ぷ｜
の　　酒も1度イ

遣

遙

選

集

136　　136　　136　　134　　141　　122　　121　　120　　116

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

11　　9　　　7　　13　　7　　　9　　15　　　1　　11

7
、
「
第
十
一
回
」

⑱⑰
ｭ罵91か　わ

閨@め
?@く
｢
ノ
、
9
1
　
9
1
オ
　
オ
6
　
6

初
版
本

蒙覧劉Q
・
㌘
璽
1
1
5
1
1
5
上
　
上
2
3
　
2
2

明
治
文
学
全
集

縛1
刀
E
㌘
璽
1
4
5
1
4
5
●
　
　
　
　
　
　
　
　
■
1
4
　
1
3

遣
遙
選
集
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⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑳⑲
掌《顯戸曙羅ll　シ　　す　　　が　な　∋ム

ス　　　　　　　ら
タ　　　　　畏ζン　　　　　　う

ス1

97　　97　　97　　95　　94　　93　　91　　91

ウ　ウ　オ　ウ　ウ　オ　ウ　ウ
4　　　1　　　7　　　9　　　7　　　8　　14　　14

是；1ア　忘琴1下£誰91我不ふξ．5　　　　　な便91酵等らッ想藪す　シ　　　　　　が　な　ヨム

ス　　　　　　　ら
タ　　　　　　　　゜1
刀@　　　　　畏　　　　、

H　　　　　つ

119　　119　　119　　118　　117　　117　　115　　115

上上上上上上下下20　　17　　4　　　6　　20　　3　　24　　24

是孟1形Z忘琴1下£誰Cl我不ふξ冴　　　　　な便9隣多等ら骸駕想ξす　上・γ　　　　　がな　∋ム

の㌶　　　　　ら
助：　　　　　畏
力多　　　　　う
ス1

154　　154　　154　　151　　150　　149　　147　　147

・　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　・　　　　．

13　　11　　4　　15　　4　　　6　　　3　　　3

8
、
「
第
十
二
回
」
～
「
第
十
四
回
」

⑪⑩⑲⑱⑰
胎誓1い得え誰9可ぺ｜

毒ぎそ　もが1ラ
か1忍お　ザ
し　ば　　　ル
いすl　o

初

版

本

ll711411010199
オ　ウ　オ　オ　ウ

8　13　3　5　12

胎迭1い得誰£可；
最そ　もか1ラ
が1忍　　ザ
し　ば　　　ル

いず1
o 明

治
文
学
全
集

131130127121120
上　上　上　下　下

20　17　2　7523

胎ε1い得誰9可；
毒ぎそもが1ラ
が忍　　ザ
し　ば　　　ル

いず1
、

迫

遙

選

集

184182174160158
●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　・

9　6　1　13　12
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9
、
「
第
十
五
回
」
～
「
第
十
七
回
」

⑰⑯㊥⑭⑬◎
夕　器ネ其み尋ξ1中2其あ方　9ヨ原　ね　年ξ1比言1

ﾉ幽．膓稿た増・
ｲ1蔓イ料
不

初

版

本

138　　　138　　　138　　　138　　　127　　　126

ウ　ウ　ウ　ウ　ウ　ウ

13　10　8　1　2　10

夕　9ネ其る尋51中　其方　8ζ1原　ね　年t｜比；1

h禰た増ま
明
治
文
学
全
集

144　　144　　144　　144　　137　　136

上　上　上　上　上　下
22　　18　　16　　7　　22　　23

夕　るネ其あ1尋ら中　其方　8劃原　ね　年ξ1比日に6膓稿た増・

A’Pロィ料
不

遣

遙

選

集

216　　216　　216　　216　　199　　198

●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　●

14　11　3　3　12　8

1
0
、
「
第
十
八
回
」

⑭⑬⑫⑪⑳⑲⑱
ご坐承薄ネ不忌き美自
ざ敷知　化川可避；1麗n
い　ぎ　い粧曇な　　　な
ま　り　た　　　し　　る
せて1い1　我う　゜た　　　國

初
か
　
　
　
が
　
　
　
の
゜
1

版
ト

本

147　　146　　145　　142　　142　　142　　141

オ　ウ　オ　ウ　オ　オ　オ
6　　14　　12　　14　　5　　　2　　　8

ご坐承薄不忌美び1
ざ敷知化げ呵避ω麗n
い　ぎ　い　粧誉な　　　な
ま　り　た　　　し　　　る

芦1と1元1
ｩ　　　が　　　國

明
治

’1　　　　　　の
g

文
学
全
集

148　　148　　148　　146　　146　　145　　145

下　下　上　下　上　下　上
22　　15　　21　　4　　　1　　24　　12

ご座　承薄　不　忌き美び1
ざ敷知化げ呵避ひ1麗n
い　ぎ　い粧ξな　　な
ま　り　た　　　し　　　る

㌍1と1義1
ｩ　　　が　　　國 遣

L「　　　　の 遙

ト 選

集

227　　227　　226　　222　　221　　220　　219

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

15　　10　　11　　9　　　2　　15　　9
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⑮
床
の
間
な
し
近
頃

瑚
ウ
8

床
の
間
な
し
。
近
頃

珊
下
2
4

床
の
間
な
し
。
近
頃

却
・
1
1

1
1
、
「
第
十
八
回
の
下
」
～
「
第
十
九
回
」

初
　
版
本

明
治
文
学
全
集

道
遙
選
集

　
　
享
2
ー
こ
ろ
⑯
町
所
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
オ
5

ち
や
釦
二
ろ
町
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
下
8

ち
や
2
1
一
三
町
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
・
2

　
　
　
　
　
　
　
1
⑰
　
お
は
な
し
・
て
。
少
々
　
　
　
　
皿
オ
9

お
は
な
し
・
て
少
々
　
　
　
　
　
鵬
下
1
9

　
　
　
　
　
ー
お
は
な
し
し
て
、
少
々
　
　
　
　
脚
・
5

⑱
　
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
そ
れ
じ
や
ア
　
田
オ
5

　
　
　
　
　
　
1
お
つ
し
や
い
ま
す
。
そ
れ
じ
や
ア
皿
上
2
6

　
　
　
　
　
　
ー
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
ぢ
や
ア
姐
・
1
2

⑲
候
ハ
叶
　
　
　
　
　
　
　
鵬
ウ
6

候
ハ
叶
　
　
　
　
　
　
　
　
面
下
2

候
ハ
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
・
9

⑳
　
在
候
必
寛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎
ウ
ー
1
　
　
日
び
ん
⑳
過
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
オ
ー

　
　
ー
在
候
。
必
寛
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
上
1
7
刈
円
び
ん
鋭
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸
上
2
3

　
　
ー
在
候
。
畢
寛
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
・
1
0
矧
び
ん
過
敏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
・
1
4

1
2
、
「
第
二
十
回
」

⑳⑮⑳⑬㊨
あク1搬駁？1助り　ヅ駁？1撃ζ擬

之1く　ム
製
葺
の 初

版

本

163162162162161
オ　ウ　オ　オ　オ

10　8　1211　2

あグ1辮駁↓園
り　ヅ駁ぎ1撃続

判　よ1
製 明
の 治
文
学
全
集

1i賠157157157156
上　下　下　下　下

1622　9　9　13

詫1議遷ぎ霧
21く　　し、　　　　鐵

製
の 遣

遙

選

集

251250250250247
●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　．　　　　　　　　・

12　13　3　3　14
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⑭⑬⑫⑪⑳⑳⑱⑰
妙　い　掲　翻覧1青～1用三寛31ワ

で　ひ　断然元棲わ意翌に イ

あ　け論 ヲ

ら　る　な シ1

う　や　り ン

な　う　蓋2 州

小先　し
僧生
ノ、

171　　171　　　169　　　168　　　166　　　164　　　163　　　163

ウ　ウ　オ　ウ　オ　オ　オ オ
10　　4　　　8　　　6　　10　　4　　13 11

妙　い　猫　翻21青ξ1用；寛31ワ

で　ひ　断然£棲わ意裂に イ

あ　け論 ヲ

ら　る　な ミ1

う　や　り ン
な　う　゜1。1。1蓋 州

小先　し
僧生
ノ、

163　　1〔B　　　l62　　161　　160　　158　　158　　158

下　上　下　下　上　下　上 上
5　　23　　1　　23　　18　　18　　20 18

妙い　掲翻21青う用三寛31ワ
で　ひ　断然棲ち意鍵1に イ
あけ論ら　る　な 蓼

1
う　や　り ン

な　う　゜l

奄月｣芒
州

は

265　　　264　　　262　　　261　　256　　　253　　　251　　251

・　　　　　　　　・　　　　　　　　◆　　　　　　　　・　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　● ■

1　　10　　3　　　3　　15　　2　　14 13

・
「
初
版
本
」
本
文
に
お
い
て
「
オ
」
は
「
丁
の
表
」
「
ウ
」
は
「
裏
」
を
表
す
。

・
⑳
と
同
じ
く
初
版
本
に
お
い
て
「
也
」
、
『
明
治
文
学
全
集
』
に
お
い
て
「
な
り
」
と
な
っ
て
い
る
、

・
初
版
本
は
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
本
を
用
い
、
昭
和
女
子
大
学
所
蔵
本
も
適
宜
参
照
し
た
。

他
の
箇
所
は
省
略
し
た
。
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訂
は
、
言
語
資
料
と
し
て
見
た
場
合
、
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
⑫
の
箇
所
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫
其
羽
織
ハ
親
父
か
ら
貰
っ
た
の
で
。
品
柄
ハ
わ
る
く
な
い
が
。
何
し
ろ
被
ふ
る
し
た
か
ら
。
そ
ん
な
に
な
っ
た
の
サ

『
明
治
文
学
全
集
』
の
「
撫
ふ
る
し
矧
か
ら
」
だ
と
「
そ
ん
な
に
な
っ
て
い
る
」
で
な
い
と
文
法
的
な
対
応
と
し
て
お
か
し
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
、
文
法
的
に
お
か
し
い
表
現
に
改
め
て
し
ま
う
よ
う
な
校
訂
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
見
た
「
第
四
回
」
以
下
で
で
も
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
単
純
な
校
訂
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。

⑰
の
箇
所
は
助
詞
の
「
は
（
ハ
）
」
を
「
い
」
と
読
み
間
違
え
た
と
い
う
も
の
だ
し
、
⑳
で
は
本
文
と
は
違
う
文
を
勝
手
に
作
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
明
治
期
の
人
の
話
し
方
に
「
～
と
か
」
と
い
う
話
し
方
は
似
合
わ
な
い
と
い
う
先
入
観
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

⑭
の
箇
所
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一61一

⑭
さ
て
こ
そ
友
定
透
一
等
を
。
ま
つ
八
百
松
へ
送
り
し
な
り
け
れ
。

助
詞
の
「
を
（
「
越
」
の
字
）
L
を
「
の
（
「
能
」
の
字
）
」
に
読
み
誤
っ
た
も
の
だ
が
、
文
意
か
ら
考
え
て
も
「
の
」
で
は
お
か
し
い
と
わ
か
り

そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
。

　
⑮
も
お
か
し
い
。
初
版
本
（
及
び
『
遣
遥
選
集
』
）
で
「
ア
ツ
シ
ス
タ
ン
刻
〔
助
力
〕
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
誤
り
様
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
と

こ
ろ
だ
が
。

　
＠
の
箇
所
は
「
誰
が
君
な
ん
ぞ
を
嫉
む
も
ん
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
「
誰
か
」
と
し
て
い
る
の
は
単
純
ミ
ス
だ



ろ
う
。
ま
た
⑮
の
「
其
（
そ
ん
）
」
も
単
純
ミ
ス
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
⑲
の
「
延
引
」
は
明
治
期
の
読
み
と
し
て
は
「
え
ん
川
ん
」
が
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
六
回
の
箇
所
で
は
、
こ
の
語

に
初
版
本
（
1
2
9
丁
ウ
4
）
『
明
治
文
学
全
集
』
（
1
3
8
P
下
1
7
）
共
に
「
ゑ
ん
日
ん
」
の
ル
ビ
が
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
区
読
点
に
関
わ
る
問
題
で
、
明
ら
か
に
お
か
し
な
校
訂
と
思
え
る
部
分
が
五
箇
所
ほ
ど
あ
る
。

　
　
⑲
女
児
ハ
う
な
づ
き
つ
・
。
尚
不
審
さ
う
に
浩
爾
と
お
常
の
。
面
の
み
見
つ
め
て
居
た
り
け
り
『
お
常
ハ
頻
に
あ
は
れ
を
も
よ
ほ
し

こ
の
箇
所
の
句
点
を
読
点
に
改
め
た
の
は
単
純
ミ
ス
と
し
か
思
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
れ
く
る

　
　
⑪
摩
利
支
天
の
い
や
ち
こ
な
る
。
御
霊
徳
を
慕
ひ
ま
つ
り
て
。
欺
く
ハ
蟻
集
ぞ
と
推
測
れ
バ
。
我
な
が
引
聞
う
覚
え
て
。
掌
お
の
つ
か
ら

　
　
　
合
さ
る
。

句
読
点
が
原
文
に
な
く
、
ま
た
必
要
も
な
い
所
に
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
勝
手
に
句
点
を
打
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
⑭
（
秀
）
こ
れ
ハ
お
目
覚
え
が
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
『
ト
い
ひ
つ
・
友
定
の
前
へ
直
せ
ば
。

こ
の
箇
所
も
文
が
終
止
し
て
お
り
、
読
点
に
改
め
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　
⑰
や
⑰
の
箇
所
も
原
文
に
あ
る
句
読
点
を
省
く
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
は
校
訂
者
が
本
文
の
箇
所
を
著
者
の
ミ
ス
と
判
断
し
て
改
め
た
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
七
箇
所
は
初
版
本
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と
『
適
遥
選
集
』
本
文
と
で
同
じ
に
な
っ
て
お
り
、
あ
え
て
『
明
治
文
学
全
集
』
に
お
い
て
改
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。　

㊧
の
「
馬
耳
東
風
（
ば
に
と
う
ふ
う
）
」
だ
が
、
例
え
ば
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』
で
も
「
ば
に
と
う
ふ
う
」
で
の
み
立
項
さ
れ
て
お
り
、

明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
頃
ま
で
「
ば
に
と
う
ふ
う
」
で
も
使
わ
れ
た
可
能
性
が
十
分
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
以
下
『
日
国
大
』
）
で
は
「
ば
に
と
う
ふ
う
」
が
立
項
さ
れ
ず
、
こ
の
箇
所
が
「
ば
じ
と
う
ふ
う
」
の
用
例
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
明
治
文
学
全
集
』
の
不
適
切
な
校
訂
に
よ
る
も
の
を
採
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
大
い
に
問
題
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
⑮
の
「
妄
信
（
ぽ
う
し
ん
）
」
は
『
日
国
大
』
で
は
「
も
う
し
ん
」
の
ほ
か
「
ぼ
う
し
ん
」
で
も
立
項
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
「
ぼ
う
し
ん
」

で
は
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
『
日
国
大
』
で
は
こ
の
箇
所
が
「
も
う
し
ん
」
の
初
出
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も

明
ら
か
に
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
⑳
の
「
あ
り
う
ち
」
も
『
日
国
大
』
に
立
項
さ
れ
て
お
り
、
絶
対
に
「
あ
り
が
ち
」
に
改
め
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

　
⑪
の
箇
所
は
「
神
経
の
過
敏
に
過
る
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
確
か
に
重
複
表
現
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
作
者
の
表
現
で
あ

る
。
校
訂
者
の
個
人
的
判
断
で
勝
手
に
直
し
て
い
い
も
の
か
。

　
⑬
「
武
官
制
度
」
、
⑯
「
ネ
セ
ツ
シ
チ
イ
」
、
⑳
「
ワ
イ
ヲ
シ
ン
」
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
も
作
者
の
表
現
で
あ
り
、
校
訂
者
が
勝
手
に

直
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
一
方
、
次
の
よ
う
な
箇
所
は
、
初
版
本
と
『
遣
遥
選
集
』
と
で
は
違
っ
て
お
り
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
の
校
訂
が
『
遣
遥
選
集
』
の
も
の

と
一
致
し
た
り
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
改
め
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑱
の
「
大
丈
夫
」
は
「
だ
い
じ
ょ
う
ふ
・
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
、
⑬
の
「
駁
撃
」
は
「
は
く
げ
き
・
ば
く
げ
き
」
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
読
み
が
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
⑭
の
「
妄
想
」
は
、
『
選
集
』
本
で
の
「
ま
う
ぞ
う
」
が
明
治
期
の
読
み
と
し
て
一
般
的
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

一63一



初
版
本
で
の
「
ぼ
う
そ
う
」
と
い
う
読
み
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
『
明
治
文
学
全
集
』
の
「
ま
う
そ
う
」
と
い
う
読
み
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
よ
う
だ
が
、
あ
ま
り
適
切
な
校
訂
と
は
思
え
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　
⑳
の
「
弁
駁
」
も
「
べ
ん
ば
く
・
べ
ん
ば
く
」
二
つ
の
読
み
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
日
国
大
』
で
は
「
べ
ん
ば
く
」
の
項
に
、
唯

一
読
み
の
確
認
で
き
る
例
と
し
て
『
浮
雲
』
か
ら
の
用
例
（
二
篇
第
九
回
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
読
み
は
「
べ
ん
ば
く
」
で
あ

る
。
（
「
べ
ん
ば
く
」
で
の
立
項
が
必
要
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
。
）

　
⑪
の
「
薄
化
粧
」
も
前
記
松
井
氏
論
文
（
注
4
参
照
）
の
指
摘
に
あ
る
通
り
、
「
初
版
本
の
〈
う
す
け
し
や
う
〉
で
あ
っ
て
も
間
違
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
」
と
こ
ろ
な
の
で
、
改
め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
⑰
の
「
罵
わ
め
く
」
だ
が
、
『
日
国
大
』
で
は
、
「
の
り
わ
め
く
」
の
用
例
と
し
て
『
当
世
書
生
気
質
』
刊
行
直
後
の
迫
遥
の
作
品
『
内
地
雑

居
未
来
之
夢
』
（
明
治
1
9
年
）
か
ら
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
⑪
の
「
翻
然
」
も
『
和
英
語
林
集
成
m
版
』
（
明
治
1
9
年
）
で
は
「
ハ
ン
ゼ
ン
」
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
（
⑩
の
「
不
便
」
に
「
ふ
う
ん
」
の
ル
ビ
を
振
っ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
u
n
f
o
r
l
t
u
n
a
t
e
の
訳
と
し
て
当
て
た

部
分
で
あ
り
、
作
者
の
工
夫
し
た
表
現
部
分
と
も
考
え
ら
れ
る
。
⑱
の
「
美
麗
な
る
」
に
「
く
わ
れ
い
な
る
」
と
当
て
た
の
も
、
作
者
の
工
夫

し
た
表
現
と
考
え
る
余
地
は
な
い
か
。

　
次
は
「
新
字
・
旧
字
」
の
字
体
の
問
題
以
外
の
表
記
に
関
わ
る
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

　
⑳
の
「
也
」
な
ど
特
に
ひ
ら
が
な
に
改
め
る
必
要
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
。
⑯
の
終
助
詞
の
「
ヨ
」
は
他
の
箇
所
で
は
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ

で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
だ
け
う
っ
か
り
ひ
ら
が
な
に
し
て
し
ま
っ
た
も
の
か
。

　
⑪
で
漢
字
を
別
の
字
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
お
お
げ
さ
に
言
え
ば
著
者
の
表
現
の
侵
害
に
当
た
る
よ
う
に
も
思
え
る
し
、
⑲
も
特
に
改
め

る
必
要
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
ま
た
改
め
て
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
も
思
え
な
い
。

　
一
方
、
⑫
「
誰
」
、
⑬
「
中
年
増
」
、
⑯
「
町
所
」
、
⑲
「
用
意
」
と
い
っ
た
箇
所
は
「
濁
点
の
有
無
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
ど
れ
も
初
版
本
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と
『
遣
遥
選
集
』
の
も
の
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
か
ら
『
明
治
文
学
全
集
』
の
校
訂
は
不
適
当
な
も
の
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
『
当
世
書
生
気
質
』
の
初
版
本
と
『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
と
の
校
異
を
見
て
き
た
。
近
代
語
資
料
と
し
て
見
る
場
合
、
「
『
明
治
文

学
全
集
』
本
は
信
頼
で
き
な
い
」
と
覚
悟
を
決
め
て
当
た
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
遣
遥
は
作
品
の
分
冊
刊
行
中
、
前
の
部
分
の
誤
り
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
後
の
巻
で
「
正
誤
」
と
し
て
挙
げ
、
訂
正
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
部
分
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
（
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
、
一
箇
所
を
除
い
て
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
「
乃
公
」

（
1
2
1
丁
オ
ー
2
）
の
箇
所
に
つ
い
て
は
正
誤
に
［
「
だ
い
こ
う
」
ハ
「
な
い
こ
う
」
］
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
「
だ

い
こ
う
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
『
造
遥
選
集
』
で
も
「
だ
い
こ
う
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
「
だ
い
こ
う
」
の
ま
ま
に
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
）
訂
正

さ
れ
な
か
っ
た
部
分
は
誤
り
と
は
決
め
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
例
え
ば
⑪
）
の
「
胎
毒
」
に
「
だ
い
ど
く
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
以
上
、

『
日
国
大
』
で
用
例
と
し
て
こ
の
箇
所
を
、
「
胎
毒
（
タ
イ
ド
ク
）
」
の
よ
う
に
読
み
を
記
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
問
題
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
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三
、
終
わ
り
に

　
明
治
前
期
の
言
語
資
料
と
し
て
大
変
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
『
当
世
書
生
気
質
』
か
ら
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
な
ど
で
も
多
く
の
箇

所
を
用
例
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
用
例
は
『
明
治
文
学
全
集
』
か
ら
採
っ
て
い
る
た
め
に
、
不
適
切
な
も
の
が
多
い
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
る
。
『
日
国
大
』
は
、
語
史
等
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
書
生
気
質
』
に
限
ら
ず
、
明
治
以
降
の

用
例
は
初
版
本
か
ら
採
っ
て
い
る
も
の
以
外
は
、
全
て
危
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
（
『
日
国
大
』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
明
治
以
降
の
用
例

は
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
何
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
か
判
断
し
に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
）
。

　
「
『
日
国
大
』
の
近
世
以
前
の
用
例
に
は
注
意
は
必
要
」
と
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
実
は
明
治
以
降
の
用
例
の
方
が
も
っ



と
注
意
が
必
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
語
史
な
ど
を
考
え
る
上
で
手
が
か
り
を
求
め
る
時
に
、
テ
キ
ス
ト
が
は
っ
き
り
し
な
い
辞
書

の
用
例
に
ど
う
対
応
し
て
行
け
ば
い
い
の
か
、
ま
た
辞
書
の
用
例
の
出
典
確
認
な
ど
ど
う
し
て
行
け
ば
い
い
の
か
、
こ
れ
は
個
人
一
人
一
人
の

研
究
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
学
界
全
体
で
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
　
注

新
藤
咲
子
「
漢
語
サ
変
動
詞
の
語
彙
か
ら
み
た
江
戸
語
と
東
京
語
」
（
昭
和
3
8
、
有
精
堂
『
論
集
日
本
語
研
究
　
現
代
語
』
所
収
）
で
は
岩
波
文
庫

本
に
よ
っ
て
い
る
。

小
松
寿
雄
「
『
一
一
籠
当
世
書
生
気
質
』
の
江
戸
語
的
特
色
」
（
昭
和
4
9
、
有
精
堂
『
論
集
日
本
語
研
究
　
現
代
語
』
所
収
）
、
飛
田
良
文
『
東
京
語
成
立

史
の
研
究
』
（
平
成
4
、
東
京
堂
出
版
）
等
で
は
『
明
治
文
学
全
集
』
に
よ
っ
て
い
る
。

「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
の
問
題
と
資
料
性
　
　
　
坪
内
道
遥
『
一
一
一
鰭
当
世
書
生
気
質
』
の
場
合
I
」
（
『
淑
徳
国
文
』
3
4
号
、
平
成
5
・
2
）

参
照
。「
現
代
語
研
究
の
た
め
に
　
1
明
治
期
以
降
の
著
作
物
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
　
　
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
5
・
1
0
月
号
）
参
照
。
な
お
、

松
井
氏
は
そ
の
後
増
井
宛
私
信
の
中
で
、
「
誤
っ
た
こ
と
を
書
い
て
申
し
訳
な
い
」
旨
記
さ
れ
た
。
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